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山間部の登山道等では、自然景観に馴染
む木橋のニーズが高いが、豪雪地帯の雪荷
重に対応できる構造とする必要がある。オ
ンサイト木橋は、軽量な角材を鋼部材とハ
イブリッド化することで、雪荷重にも耐え
られる高い剛性を実現した木橋である。一
方、冬季間のみ床版を折りたたみ、雪荷重
を回避する床版開閉式木橋という真逆の発
想の橋の開発も、秋田県立大学や㈱ウッ
ディさんないとの共同研究として行ってい
る。こうした木橋はメンテナンスが前提で
あるため、特殊な機材を用いずに、携帯型
タブレットで橋の固有振動数を測定するこ
とで、橋の劣化状態を推定する手法の確立
等も行っており、木質構造の土木分野や多
分野への利用拡大を目指している。

構造工学

山間部や自然公園等への架設

木質構造の容易な点検やメンテナンスに
よる長寿命化

季節依存の外力やメンテナンスの課題を解決する具
体案を提示することで、これまで木質材料を利用し
にくかった分野にも利用が拡大することに期待

オンサイト木橋

床版開閉式木橋

3Dモデルによる振動解析


